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能登半島の早期復旧に向けた対応



①令和６年能登半島地震直後より、早期復旧に向けた災害査定の効率化（簡素化）、技術的支援を実施
②災害査定を加速化するために、机上査定上限額や現地で決定できる金額の更なる引上げを実施
また、被災地に国土交通省職員を派遣し、自治体職員やコンサル等に技術的助言を実施
③9月20日からの大雨による災害が発生したことから、2つの災害に対して統一した災害査定の効率化（簡素化）を実施

①災害査定の効率化
■災害査定の効率化（簡素化）の適用（災害査定に要する期間等を大幅に縮減する）

・机上査定額の引上げ

・現地で決定できる上限額の引上げ

・設計図書の簡素化

・早期確認型査定の実施

■技術的支援

・災害査定官による緊急調査を実施

・WEB説明会・相談会の実施

・被災地に国土交通省職員を派遣し、継続的に
技術的助言を実施
・WEB相談会の実施

■災害査定の更なる効率化（簡素化）の適用

R6.8/23～

地震発災直後から R6.10/11～

②災害査定の加速化の取組

・現地で決定できる上限額の更なる引上げ

・机上査定額の更なる引上げ

■技術的支援

③地震災と大雨災の一体的な取組
■地震災と大雨災一体として査定実施

取組一覧

能登半島の早期復旧に向けた対応

【緊急調査状況】

【技術的支援状況】

今回初めて、２つの災害に対して統一した災害査定の効率化を実施
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